
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

 
 

 

 

 

 

川上ダム貯水池内の前深瀬川と川上川に流木止設備が設置されました。 

流木止設備とは網場と通船ゲートにより構成され、貯水池内に流入してきた流木・塵芥等による取水障害の抑

制やそれらを効率的に集積する役割を果たすものです。 

網場は前深瀬川と川上川の両岸に設置されたコンクリート基礎に連結され、網場中央には船舶の出入り口と

なる通船ゲートを設けています。通船ゲートは、リモコン操作でゲートを上昇・下降させます。 

流木止設備の設置場所までの搬入にあたっては、ダム堤頂等からクレーンを使って貯水池内に浮かべ、作業船

によってえい航しました。 

【広報誌発行事務局】 

編集長 津久井（所長） 

デスク 荒木（総務課長） 松浦（工務課長） 

記 者 奥野（総務課）  北爪（管理課） 近藤（用地課） 

者  山田（工務課）  山下（工事課） 髙橋（機械課） 

川上ダムでは、ダム本体のコンクリート材料として必要となる「骨材」を地域の皆さま方のご協力のも

と、ダム周辺の採石場から運搬してきました。約２年半もの長期にわたり多くのダンプトラックが走行し

たことにより、随所でわだち掘れやひび割れが見受けられた地域※１の舗装の補修工事を実施します。 

 なお、工事の際には片側交互通行による交通規制を行います。※２ 

地域の皆さま方には何かとご不便おかけしますが、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

所 属    氏 名    異動先 

副所長   松村貴義   本社 

環境課   戎谷大和   岩屋ダム管理所 

工務課   鈴木和春   木津川ダム総合管理所 

工事課   冨行穂    池田総合管理所 

工事課   今枝浩司   徳山ダム管理所 

工事課   渡邊峻    電源開発株式会社  

機械課   伊藤大    木津川ダム総合管理所 

                 

 

所 属    氏 名      異動元 

工務課   渡部信太郎  国土交通省 

機械課   土屋颯    豊川用水総合事業部 

                     

Ｖｏｌ．２０１ 

Ｓｉｎｃｅ２００５ 
川上ダム公式 Twitter で工事の進捗状況やイベント情報を随時更新中！ 

https://twitter.com/jwa_kawakami 

ご意見・ご感想はこちらへ 

mailto:somu1@lily.ocn.ne.jp 

２０２２ 

独立行政法人水資源機構 川上ダム建設所 
〒518－0294 三重県伊賀市阿保 251 番地 TEL：0595－52－1661（代） 月号 

 年度の節目は別れの季節であり、出会いの時期で

もあります。フレッシュなメンバーとともに職員一

同１枚岩となって、川上ダム建設事業に邁進してま

いります。今後とも事業へのご理解とご協力のほ

ど、よろしくお願いします。 

新年度も１ヶ月が経ち、生活環境が大きく変化した方は心身

共に疲れが出てくることではないでしょうか。まもなくＧＷ

ですので、しっかりと休養を取り、体調を整えましょう。 

 

川上川よりみた流木止設備とダム堤体 

ダム上空からの写真 

昨年１２月に正面玄関横

に植え付けをしたチュー

リップが開花しました。ほ

かの蕾みも膨らんできて

いますので、これから見頃

を迎えます。 

網場設置状況 

通船ゲート 

工事範囲図 

【調査設計課 水野正明】 

川上ダム通信は川上ダムホームページでもご覧いただけます。 

https://www.water.go.jp/kansai/kawakami 又は「川上ダム通信」で検索 

（右の QR コードを読み取っていただくと川上ダムホームページへ移行します。） 

【機械課 髙橋慶太】 

 川上ダムのＴｗｉｔｔｅｒ（ツイッタ

ー）に流木止設備の投稿をしていますの

で、ご覧ください。 

網場 

前深瀬川 

川上川 

2.搬入（動画） 1.基礎 3.通船ゲート 

令和４年５月１日に 

設立 60周年を迎えます 

※1 具体の工事箇所につきましては、三重県並びに伊賀市と調整させて頂いております。 

※2 対象地域には、別途回覧による周知を行わせて頂きます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年２月２０日（日）、伊賀市種生の青山ハーモニー・フォレストにて「調和の森づくり もみじ

の植樹会」が博要住民自治協議会の主催で開催されました。この植樹会は、上下流住民の交流拠点の整

備を目的として実施されており、昨年は新型コロナウイルスの影響もあり中止となったため、２年ぶり

の開催となりました。 

 当日は地元の方々をはじめ３０余名が参加して、青山ハーモニー・フォレストの一角に『イロハモミ

ジ』の苗木を４０本植樹しました。 

作業としては、まず苗木を植える場所に穴を掘り、そこに苗木を植樹して土を埋め戻し、植樹した苗

木の周りにシカ除けのフェンスを設置しました。当日は雪が吹雪く厳しい環境下でしたが、地元の方々

の素晴らしいチームワークもあり、無事全ての苗木を植樹することが出来ました。筆者も植樹に参加さ

せていただき、地元の方々と楽しく作業ができました。 

 今回植樹した紅葉が将来立派に色づいて、皆さまに愛される名所になることを願っています。 

 ダム貯水池に巡視船と作業船の２隻が進水

しました。巡視船は６人乗り、作業船は５人

乗りとなっています。 

巡視船は「あおやま」、作業船は「ちかた」

と命名しました。 

フェンス設置のようす 植樹作業完了！ 

【管理課 北爪 皓】 
～調和の森づくり もみじの植樹会～ 

 

深層曝気装置の本体の設置が完了しました。深

層曝気装置とはダム貯水池の深層部に酸素を供

給する設備です。貯水位が上昇したので、深層曝

気装置を作業船によって設置場所のダム直上流

までえい航し、潜水士がダム底に沈み込ませアン

カーに固定しました。 

今後はダム左岸側の曝気建屋内に空気圧縮機

を設置し、深層曝気装置本体へ空気を送る送気管

の敷設等を施工します。 

川上ダムは令和３年１２月１６日に試験湛水を開始しました。川上ダムの基礎地盤標高ＥＬ．１

９８．０ｍに対して令和４年４月２２日（９時）には貯水位ＥＬ２３１．４６ｍに達しており、貯

水率（最高水位までの貯水量３１，０００千ｍ³に対する割合）は約９％（２，６９１千ｍ³）です。 

最高水位(EL.276.9m） 

▼貯水位（EL.231.46m） 

洪水貯留準備水位(EL.260.7m） 

基礎地盤標高（EL.198.0m） 

  試験湛水状況（令和４年４月２２日９時) 

ダム直上流から前深瀬川を撮影 

ダム直上流からダム堤体を撮影 

【機械課 髙橋慶太】 

深層曝気装置の配置写真（右岸側より撮影） 

【機械課 髙橋慶太】 

【機械課 後 雄貴】 

あおやま ちかた 

 川上ダムに警報車２台が配備されました。 

 河川巡視又は警報に使用されます。より安

全で確実な放流警報を行うため、スピーカや

投光器を装備し、適切な水防活動を行います。 

  

 

深層曝気装置２号機 

深層曝気装置１号機 

送気管 

曝気建屋 

深層曝気装置の本体 

ダム直上流から川上川を撮影 

 川上ダムのＴｗｉｔｔｅｒ（ツイッター）に深層

曝気装置の投稿をしていますので、ご覧ください。 

1.製作完了 2.設置状況 3.設置完了 

ダム底 

本体 
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